
デジタルを用いた患者さん向け
情報提供に関するアンケート結果

2023年10月10日
日本製薬工業協会(製薬協)
医薬品評価委員会 ファーマコビジランス部会
TF1(Dxを活用したリスクコミュニケーション)

本資料の内容を無断で
転載することを禁じます



2

製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

内容

1. Executive Summary
2. アンケート概要
3. アンケート結果
4. 考察
5. 参考資料



3

現状
 紙とデジタルのハイブリッドがいずれか単独よりも多いが、紙/デジタルの使い分けはされていない。
 動画コンテンツやアプリの作成が進む一方、作成時にPV部門が関与している割合は21.0～23.0%であった。
 PV部門は医療関係者を介した提供を希望する割合が高い。

期待される方向性
 患者さんの処方薬の医療関係者以外の情報源はインターネットが圧倒的多数。高齢者もインターネット利用率は

6割を超えており、デジタルを介した情報提供の可能性を更に検討する必要がある。
 調剤薬局からの服薬指導として、PUSH型コミュニケーションが可能なデジタルツール(LINEやSMS等)の普及

が始まっている。デジタルによる新たなソリューションの活用の検討と、新たな適正使用推進の手法としてPV部門か
らの関与も期待される。

製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

1. Executive Summary：デジタルによる患者さんへの情報提供
• 患者さん向け情報のデジタル化は一部で進んでいるが、PV部門の関与の余地はまだ残されている。
• デジタルツールを用いて提供できる資材を見直す、医薬品リスク管理計画(RMP)資材等の適正使用推進に

デジタルツールの活用を検討するなど、より患者さんに届く経路の検討/確立が望まれる。
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

1. Executive Summary：患者さんや医療関係者からの意見聴取
• 医療関係者からのフィードバックに比べ、患者さんからのフィードバックを得ている企業は少ない。
• 患者さんからの意見聴取の必要性は理解されている一方、実現困難と考える企業も一定数認められた。
• デジタルツールの活用など、効果的・効率的に意見聴取できる業界での情報共有や仕組み作りが求められる。

現状
 患者さん向けデジタルコンテンツについて、83.6%の企業で患者さんからのフィードバックが未取得であった。
 監修医の設定や意見聴取はよく行われている。
 患者さんからの意見聴取の必要性は90%超の企業で認識されている一方、コストやリソース面で実現困難

との意見の企業は40%超であった。

期待される方向性
 デジタルツールの活用により、患者さんからの意見を聞きやすくなる可能性がある。
 RMP資材未活用の理由として、資材内容のわかりにくさが挙げられていたことから、より効果的・効率的な意

見聴取の方法を業界として検討することで、各種資材の更なる活用が期待される。
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

1. Executive Summary：患者さん向け資材のプラットフォーム※への掲載
• プラットフォームを通じた情報提供が必要とされており、最適なプラットフォームの整理及び患者さんへの
認知度向上が求められる。

• プラットフォームへの掲載資材及びデジタル媒体に応じた情報掲載の構造化についても整理が必要である。
• 患者さんはインターネット検索時、「決まった情報やサイトはない」「検索表示上位をみる」傾向があり1)、正し

い情報にたどり着けるよう、正確な情報を集めたプラットフォームが望まれる。

現状
 プラットフォームを通じた情報提供の必要性は90%超の企業で認識され、効率的な仕組みのプラットフォームが望まれて

いる。
 プラットフォーム経由で患者さんからのアクセスが可能とすべき主なコンテンツは「患者向医薬品ガイド」「くすりのしおり」

「患者さん向けRMP資材」「疾患啓発(非RMP資材)」であった。

期待される方向性
 患者さんに広く認知されているプラットフォームはなく、検索上位の情報にアクセスされている状況がみられることから、正

確な情報を集め、かつ患者さんに広く認知されるプラットフォームが望まれる。

1) 医療用医薬品の調べ方調査、 くすりの適正使用協議会 2021年5月20日
      医療用医薬品の調べ方調査(くすりの適正使用協議会)

※プラットフォーム：情報を集めて保存する、情報を取り出して利用するための共通基盤

https://www.rad-ar.or.jp/finder/release/nr21-210520.pdf
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

2. アンケート概要
目的 デジタルを用いた患者さんに対する安全性を含む情報提供について、各企業の運用や課題認識の調

査を通じて現状の課題を整理し、より適切な安全性を含む情報提供に向けた提言や情報発信のた
めに活用する

背景 患者さんの医師・薬剤師以外からの主な情報源は「インターネット(ウェブサイト)」(53.8%と圧倒的
多数)であり、インターネットでの情報入手先として、製薬企業に次いで民間の情報サイトがある2)

また、医療用医薬品の検索時、64.8%は「決まった情報やサイトはない」、うち22.0%は「検索表示
上位を見る」と回答1)

実施対象 74社(製薬協PV部会加盟会社、PV部会委員宛)

実施期間 2023年1月18日(水)～2月10日(金)

回答数、回答率 55社、74％

アンケート内容
以下の項目についてアンケートを実施
① デジタルによる患者さんへの情報提供について
② 患者さんや医療関係者からの意見について
③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

2) 第16回 くすりと製薬産業に関する生活者意識調査  調査結果報告書、 製薬協 2022年11月
     「くすりと製薬産業に関する生活者意識調査」報告書 | 刊行物 | 日本製薬工業協会 (jpma.or.jp)

1) 医療用医薬品の調べ方調査、 くすりの適正使用協議会 2021年5月20日
      医療用医薬品の調べ方調査(くすりの適正使用協議会)

https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/survey/index.html
https://www.rad-ar.or.jp/finder/release/nr21-210520.pdf
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

2. アンケート概要

種  類 定  義

患者さん向けのハンドブック・
服薬指導箋

薬の用量・用法、飲み忘れた際の注意、飲み合わせの注意、特定の副作用発現時の症
状、発現時に気を付けるポイント、対応方法などを記載した資材(副作用に関連する情報
のみの資材も含む)

患者日誌(ダイアリー) 日常(定期的に)計測する数値(血圧、血糖値、体温など)や症状、日々の気づきを記録
する資材

疾患啓発 疾患全般の説明、疾患と薬の関係などを記載した資材(情報)

患者サポートプログラム 患者さんへの多岐にわたる情報提供によるサポート(自己管理の支援、服薬リマインド、患
者の質問などへの対応、等)

本アンケートにおける資材(情報)の種類と定義は以下のとおり
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (1/12) ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

Q 1. 患者さん向けの情報提供について、情報提供の経路を選択してください。(※製品により異なる可能性がありますので、貴社で多いケースを選択してください。) (n=55)

• 患者さん向けの情報提供は、ハイブリッド(印刷物＋WEB)が最も多く、次いで印刷物のみであった
• WEB掲載のみとなるケースは限定的(疾患啓発及び患者サポートプログラム)

36.4

32.7

21.8

5.5

0

0

5.5

9.1

60.0

43.6

61.8

21.8

3.6

23.6

10.9

63.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

患者さん向けのハンドブック・服薬指導箋

患者日誌(ダイアリー)

疾患啓発

患者サポートプログラム

%

印刷物のみ 印刷物はなく、自社WEBの患者さん向けサイトにのみ掲載
印刷物+自社WEBの患者さん向けサイトに掲載の両方 作成していない・わからない

ハイブリッドによる提供＝
「印刷物のみ」あるいは

「WEB掲載のみ」と比べ1.3
～11.2倍多い
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (2/12) ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

87.3%

使い分けの具体例
• 治療ダイアリーとアプリは、患者さんのニーズによりどちらかを選択してもらっている
• 医療機関や患者さんが印刷することが困難なページ数の多い資材は印刷物を

提供している 
• 患者さんの年齢層等により、使いやすいものを利用いただいている
• 医療機関の要望に応じて
• 疾患特性等を考慮し、患者さんへの提供方法が最適となる手段を選択

Q 6. 患者さん向けの情報提供について、印刷物とデジタル版(WEB掲載や、様々なデジタルツールを含む)の両方を作成されている場合に、意図的に使い分けなどを行っていますか。 (n=55)

12.7%

患者さん向けの情報提供では、印刷物とデジタル版を使い分けていない企業が大部分(87.3%)

12.7%

87.3%

使いわけている      使いわけていない      
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (3/12) ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

Q 2. 患者さん向けの動画コンテンツ(動画が閲覧できる媒体も含む)を作成していますか。 (複数選択可)(n=55) Q 4. 患者さん向けアプリ(デジタルブック形式の資材を含む)を作成していますか。 (複数選択可)(n=55)

※ 作成していると回答した企業(動画コンテンツ：n=43、アプリ：n=26)に対する割合

• 患者さん向けの動画コンテンツ及びアプリ作成割合はそれぞれ78.2%、47.3%
• 患者さん向けの動画コンテンツ・アプリ作成時のPV部門からの関与事例は21.0~23.0%

(PV部門が主幹：3.8~7.0％、マーケティング/MA部門主幹にPV部門が参画：14.0~19.2%)

78.2%

21.8%

動画コンテンツ

作成している

作成していない

47.3%52.7%

アプリ

作成している作成していない

PV部門主幹の動画コンテンツ 使用目的
• 適正使用の推進
• 患者さん向けアプリの紹介動画

PV部門主幹のアプリ 使用目的
• 適正使用の推進
• 使用成績調査でePROを収集・副作用の早期発見の

ための治療支援

93.0

14.0

7.0

96.2

19.2

3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

マーケティング、MA部門が主幹で作成している
（PV部門関与なし）※

マーケティング、MA部門が主幹で作成している
（PV部門も作成に参画）※

PV部門が主幹で作成している※ 

%

動画コンテンツ アプリ
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (4/12) ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

Q 8. 印刷物のみでデジタル版(Web掲載や、様々なデジタルツールを含む)を作成しない資材がある場合、具体的な理由をお聞かせください。(複数選択可) (n=55)

デジタル版を作成しない主な理由は、1位 使用目的を考えると紙の方が適切(61.5%)、2位 予算・時間
の問題(38.5%)、3位 デジタルのニーズがない(20.5%)

• 紙のニーズが引き続き高い
• 医療関係者を介して患者さんに提供する前提で作成している資

材は、患者さんの自由閲覧を避けるためWeb掲載をしていない
• Web掲載の許諾が監修医から取得されていない
      など

70.9%

29.1%

印刷物のみでデジタル版を作成していない資材がある
該当するような資材はない

61.5

38.5

20.5

25.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

使用目的を考えると紙の方が適切
 （デジタルの手法が合わない）※

予算・時間の問題 ※

デジタルツールのニーズがない※ 

その他 ※ 

%

※ デジタル版を作成していない理由を回答した企業(n=39)に対する割合
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (5/12) ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

61.8%

89.1%

87.2%

71.0%

80.0%

78.2%

65.5%

67.3%

38.2%
61.8%

89.1%

87.2%

71.0%

80.0%

78.2%

65.5%

67.3%

38.2%

Q 9. 患者さんが資材・情報を入手する経路として、①医療関係者を介して入手する、あるいは②医療関係者を介さずに患者さん自身が直接入手する、の2種類が想定されます。以下の資材・情報に関する考え方を選択ください。(n=55)

65.5

54.5

45.5

52.7

38.2

27.3

20.0

29.1

23.6

32.7

25.5

27.3

40.0

38.2

18.2

38.2

7.3

10.9

18.2

9.1

14.5

21.8

40.0

20.0

3.6

1.8

10.9

10.9

7.3

12.7

21.8

12.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

<RMP資材>患者さん向けのハンドブック・服薬指導箋

<RMP資材>患者日誌(ダイアリー)

<RMP資材>疾患啓発

<RMP資材>患者サポートプログラム

<非RMP資材>患者さん向けのハンドブック・服薬指導箋

<非RMP資材>患者日誌(ダイアリー)

<非RMP資材>疾患啓発

<非RMP資材>患者サポートプログラム

%

医療関係者を介して提供すべき どちからというと医療関係者を介して提供すべき

医療関係者から提供されない場合は、患者さんが直接入手してもよい （医療関係者からの提供によらず）患者さんが直接入手できるべき

89.1%

87.2%

71.0%

80.0%

78.2%

65.5%

38.2%

67.3%

• 患者さん向け資材・情報は、医療関係者を介した提供を希望する割合が65.5%～89.1%*
*「＜非RMP資材＞疾患啓発」を除く 

• いずれの資材・情報とも、RMP資材の方が医療関係者を介した提供を希望する割合が高い

RMP
資材

非RMP
資材
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (6/12) ② 患者さんや医療関係者からの意見について

Q10.これまでの設問にあったような患者さん向けのデジタルコンテンツを貴社WEBサイト等で公開されている場合、閲覧した患者さん(ご家族も含む)や医療関係者からのフィードバック(F/B)を取得されていますか。 (複数選択可)(n=55)

具体的なフィードバック取得方法
• MR活動の中で聴取
• 顧客窓口への患者さんや医療関係者から

の問い合わせやコメントの連絡により取得
• WEBアンケート
• インタビュー形式で取得 
   など

患者さん向けデジタルコンテンツについて、患者さん又は医療関係者等からフィードバックを取得していない企
業が大部分(83.6%)

83.6

9.1

12.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

取得していない 

取得している（患者さんから取得）

取得している（医療関係者から取得）

%
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (7/12) ② 患者さんや医療関係者からの意見について

Q13. 患者さん向け資材について、監修者として、もしくは、情報提供後のフィードバック(F/B)として、患者さんや医療関係者の意見を取り入れて作成・改訂した経験はありますか(例：デジタル又は紙の適切性、内容、デザインなど)。
     (複数選択可) (n=55)

※ 経験ありと回答した企業(n=35)に対する割合

• 医療関係者・患者さんからの意見聴取により資材・情報を作成・改訂した経験のある企業は63.6% (「なし」以外、
35/55社) 

• 医療関係者からに比べ、患者さんからの意見聴取している企業の割合は低かった

意見聴取を行った対象及び方法
＜監修医を含む医療関係者から＞
• 対象：レイアウト・デザイン、文言、専門用語の記載、情報の

医学的妥当性、 わかりやすい表現方法、内容の改善点 など
• 聴取方法：メール、直接面談、Web面談、コールセンター経由  

など
＜患者さんから＞
• 対象：内容(文書やイラスト、デザインも含む)
• 聴取方法：患者会への面会やアンケート用紙を用いて   など

97.1

31.4

42.9

5.7

36.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

あり（作成・改訂時に、監修いただいた先生から取得）※ 

あり（作成・改訂時に、患者さんや患者会に意見聴取）※

あり（情報提供後のF/Bとして、医療関係者から取得）※

あり（情報提供後のF/Bとして、患者さんや患者会に意見聴取）※

なし    

%
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3. アンケート結果 (8/12) ② 患者さんや医療関係者からの意見について

Q15. 今後、貴社が実施する患者さん向けの情報提供全般(デジタル、印刷物いずれも含む)について、患者さんの意見を取り入れる必要はあると思いますか。もし、デジタル、印刷物で必要性に差がある場合は「その他」に記載してください。
    (複数選択可) (n=55)

Q16. 今後、貴社のPV部門が実施する患者さん向けの情報提供(デジタル、印刷物いずれも含む)について、患者さんの意見を取り入れる必要はあると思いますか。もし、デジタル、印刷物で必要性に差がある場合は「その他」に記載
       してください。(複数選択可) (n=55)

患者向けの情報提供(全般、PV部門が実施)について：
• 患者さんからの意見収集・反映の必要性は90%超の企業で認識

(「不要である」以外、全般：94.5%(52/55社)、PV実施：92.7%(51/55社))
• 一方、コストやリソースの点で実現困難と考える企業は40%超 (全般：40.0%、PV実施：47.3%)

54.5

32.7

40.0

18.2

5.5

40.0

23.6

47.3

21.8

7.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

医療関係者を通じて患者さんの意見を収集し、
従来以上に反映していくことが必要である

患者さんから直接意見を収集し、
従来以上に反映していくことが必要である

必要だと思うが、コストやリソースの点で実現は難しい

その他

不要である

%

情報提供全般 PV部門が実施する情報提供
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (9/12) ③ 患者さん向け資材のプラットフォーム※への掲載について

36%※

Q17. 現在のくすりのしおりミルシルサイト(くすりの適正使用協議会)を通じた情報提供についてお伺いします。
        ミルシルサイトへくすりのしおり以外の患者さん向け資材を掲載していますか。 (n=55)

Q18.どのような患者さん向け資材を掲載していますか。 (複数選択可) (n=55)

ミルシルサイトへくすりのしおり以外の患者さん向け資材*を掲載済の企業は30.9%
*主な掲載資材：患者さん向けRMP資材、非RMP資材(疾患啓発、患者ハンドブック等)

30.9%

20.0%

49.1%

掲載している
掲載を検討中
現在は掲載しておらず、今後もその予定はない

※プラットフォーム：情報を集めて保存する、情報を取り出して利用するための共通基盤

9

9

7

4

4

2

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

患者さん向けのRMP資材

疾患啓発（非RMP資材）

患者さん向けのハンドブック・服薬指導箋（非RMP資材）

患者向医薬品ガイド

患者日誌(ダイアリー)（非RMP資材）

患者サポートプログラム（非RMP資材）

その他

回答企業数
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (10/12) ③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

38.2%

52.7%
58.2%

38.2%

Q19. (PMDA WEBサイト、ミルシルサイトに限らず)今後のプラットフォームを通じた患者さん向けの情報提供について
お伺いします。
より多くの医療関係、患者さんに必要な情報を届けるためには、プラットフォームを通じた情報提供は必要であると
思いますか。 (n=55)

Q20. プラットフォームが複数出てきた場合、すべてに資材を掲載するのは手間が多くなることが想定されます。
同じ情報が複数のプラットフォームに掲載される効率的な仕組みがあるとよいと思いますか。 (n=55)

• プラットフォームを通じた情報提供の必要性は、90.9%の企業で認識
• 効率的なプラットフォームの仕組みを希望する企業は96.4%

38.2%

52.7%

3.6% 5.5%

はい どちらかと言えば、はい どちらかと言えば、いいえ いいえ

58.2%
38.2%

1.8% 1.8%

はい どちらかと言えば、はい どちらかと言えば、いいえ いいえ

くすりのしおり ミルシルサイトとは
https://www.rad-ar.or.jp/siori/sioriclub/pdf/mirusiru_leaflet_220415.pdf
QLIFE
https://www.qlife.co.jp/

https://www.rad-ar.or.jp/siori/sioriclub/pdf/mirusiru_leaflet_220415.pdf
https://www.qlife.co.jp/
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (11/12) ③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

Q21.同じ患者さん向け資材を複数のプラットフォームに掲載するための仕組みができた場合に、どのような患者さん向けのコンテンツをアクセス可能とするのがよいと考えますか。 (複数選択可)(n=55)

ハブとなるプラットフォームに最新情報を更新することで各プラットフォームに連携して掲載する仕組みができた場合、
掲載したい資材は、「患者向医薬品ガイド」、「くすりのしおり」、「患者さん向けRMP資材」、「疾患啓発 (非
RMP資材)」などであった。

48

45

39

38

32

31

28

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

患者向医薬品ガイド

くすりのしおり

患者さん向けのRMP資材

疾患啓発（非RMP資材）

患者日誌(ダイアリー)（非RMP資材）

患者さん向けのハンドブック・服薬指導箋（非RMP資材）

患者サポートプログラム（非RMP資材）

その他

回答企業数
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 (12/12) ③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

36%※

Q23.以下の再審査後の患者さん向け資材のケースを考えてください。
       ① 再審査終了後、RMPがPMDA WEBサイトから削除
       ② RMP資材としての患者さん向け資材による活動も終了し、PMDA WEBサイトから当該資材の公表が終了
       ③ ただし、企業の自主的な活動として、同様の内容でRMPマークを削除した患者さん向け資材は継続
      上記③(企業が自主的に作成する患者さん向け資材)について、あてはまる選択肢にチェックを入れてください。 (複数選択可)(n=55)

再審査終了後に、RMPが削除されたが、患者さん向けRMP資材を自主的に作成継続している場合で、
何らかのプラットフォームWEBサイトへ掲載を希望する企業は大部分(78.2％ (43/55社))

52.7

58.2

14.5

1.8

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

PMDA WEBサイトに継続して掲載できるとよい
(企業の自主的な活動として）

PMDA WEBサイト以外のプラットフォーム
（ミルシルサイト(くすりのしおり協議会)他）に掲載できるとよい 

プラットフォームへの掲載は行う必要はない 

そもそも、③のような企業自主的な活動は行わない
(RMP資材から削除の段階で、同様の患者さん向け資材は作成を終了)

その他

%
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 -まとめ1-

デジタルによる患者さんへの情報提供について
• 患者さん向けの情報提供は、ハイブリッド（印刷物＋WEB)が最も多く(「印刷物のみ」あるいは

「WEB掲載のみ」と比べて1.3～11.2倍多い) 、次いで印刷物のみであった。WEB掲載のみとな
るケースは限定的(疾患啓発及び患者サポートプログラム)。

• 患者さん向けの情報提供では、印刷物とデジタル版を使い分けていない企業が大部分 
(87.3%)であった。

• 患者さん向け資材・情報は、医療関係者を介した提供を希望する割合が65.5～89.1%と高
かった。

• 患者さん向けの動画コンテンツやアプリの作成が進む一方、PV部門が関与した事例は21.0～
23.0%であった。
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 -まとめ2-

患者さんや医療関係者からの意見について
• 医療関係者又は患者さんからの意見を取り入れて資材・情報を作成・改訂した経験のある企業
は63.6%であった。

• 患者さん向けデジタルコンテンツについて、患者さん又は医療関係者等からのフィードバックは取得
していない企業が大部分(83.6%)であった。

• 患者向けの情報提供(全般、PV部門が実施)について、患者さんからの意見収集・反映の必要
性は90%超の企業で認識されている一方で、コストやリソースの点で実現困難と考える企業は
40%超であった。
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

3. アンケート結果 -まとめ3-

患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について
• ミルシルサイト(くすりのしおり適正使用協議会)へ、くすりのしおり以外の患者さん向け資材を掲載
済の企業は30.9%であった。

• プラットフォームを通じた情報提供の必要性は90.9%の企業で認識されており、効率的なプラット
フォームの仕組みを希望する企業は96.4%であった。

• ハブとなるプラットフォームに最新情報を更新することで各プラットフォームに連携して掲載する仕組み
ができた場合にアクセス可能とすべき主な患者さん向けコンテンツは、患者向医薬品ガイド、くすりの
しおり、患者向けRMP資材、疾患啓発(非RMP資材)であった。

• 患者さん向けRMP資材については、再審査終了後も企業自主的にプラットフォームWEBサイト
へ掲載を希望する企業が大部分(78.2％)であった。
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医師・薬剤師以外からの処方薬の情報源2)

製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

4. 考察 ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

年齢層別インターネット利用率3)

患者さんの処方薬に関する情報源
• 「インターネット(ウェブサイト)」：53.8％
• 「製薬会社のパンフレットや冊子」などの紙媒体：

3.3%(前年6.8%から更に減少)

インターネット利用率
• 各年齢層とも増加の傾向にある
• 高齢者でも60歳代は84.4%、70歳代は59.4%

2) 第16回 くすりと製薬産業に関する生活者意識調査  調査結果報告書、 製薬協 2022年11月
「くすりと製薬産業に関する生活者意識調査」報告書 | 刊行物 | 日本製薬工業協会 (jpma.or.jp)

3) 総務省 令和4年版情報通信白書
総務省｜令和4年版 情報通信白書｜PDF版 (soumu.go.jp)

紙資材の必要性は完全になくならないが、患者さんの情報源のデジタル化は加速する一方である。
デジタルを活用可能な資材や情報はないか見直すなど、デジタルも活用した提供体制の整備が望まれる。

https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/survey/index.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/pdf/index.html
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

4. 考察 ① デジタルによる患者さんへの情報提供について

デジタルツールによるPUSH型コミュニケーションを導入している企業事例4)

• 調剤薬局から患者さんへの服薬指導にPUSH型コミュニケーションが可能なデジタルツールを活用する企
業が増えている。

• RMP資材を含む適正使用推進目的の情報提供においてもデジタルツールの活用が可能ではないか？

企業名 カケハシ MediFrame C.Medical ファーマシスト メドレー メドピア グッドサイクル
システム

サービス名 Pocket 
Musubi

MediFrame
SMS

Connect
Online

つながる薬局 Pharms Kakari Followcare

使用するデジタル
ツール

LINE SMS 専用アプリ LINE 専用アプリ
/SMS

専用アプリ LINE/SMS

URL Pocket 
Musubi LINE
で出来る患者
フォロー 
(kakehashi.lif
e)

SMS –
MediFrame

オンライン服薬シ
ステム
「Connect
Online」｜クラ
ウド薬歴アプリ
「ConnectRep
ort(コネクトレ
ポート)」株式会
社C-medical

【薬局向け】つな
がる薬局｜
LINEひとつで薬
局経営のお悩み
解決
(psft.co.jp)

【公式】
Pharms(ファー
ムス)｜患者とつ
ながる かかりつけ
薬局支援システ
ム (pharms-
cloud.com)

kakari | いつも
の薬局を、あなた
の「かかりつけ薬
局」に
(medpeer.jp)

Followcare
LINE連携で簡
単！服薬フォロー
アップ | 電子薬
歴GooCoで薬局
変革を｜(株)グッ
ドサイクルシステム
(goodcycle.ne
t)

4) オンライン服薬指導サービス比較ガイド (online-fukuyakushido.com)

https://musubi.kakehashi.life/pocket-musubi?_gl=1*1dete3d*_gcl_au*MTUyMTQ1Mzg1NC4xNjg3MzQwODMw
https://musubi.kakehashi.life/pocket-musubi?_gl=1*1dete3d*_gcl_au*MTUyMTQ1Mzg1NC4xNjg3MzQwODMw
https://musubi.kakehashi.life/pocket-musubi?_gl=1*1dete3d*_gcl_au*MTUyMTQ1Mzg1NC4xNjg3MzQwODMw
https://musubi.kakehashi.life/pocket-musubi?_gl=1*1dete3d*_gcl_au*MTUyMTQ1Mzg1NC4xNjg3MzQwODMw
https://mediframe.co.jp/sms
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://www.c-medi.co.jp/connectonline/index.html
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://psft.co.jp/pharmacy/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://pharms-cloud.com/
https://kakari.medpeer.jp/
https://kakari.medpeer.jp/
https://kakari.medpeer.jp/
https://kakari.medpeer.jp/
https://kakari.medpeer.jp/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://goodcycle.net/service-list/followcare/
https://nam12.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.online-fukuyakushido.com%2F%3Fgclid%3DEAIaIQobChMI17m2zeeFgAMVf9YWBR0W0wBLEAAYASACEgJZYvD_BwE%23hikaku-first&data=05%7C01%7Ckitagawa_natsuko%40lilly.com%7C659a2afb816744fa727d08db81d67172%7C18a59a81eea84c30948ad8824cdc2580%7C0%7C0%7C638246531470202909%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=6%2F5qoJtLYBd%2FTzk2lzRbGAqK3gveJxZpDD0cvBVXlJE%3D&reserved=0
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

4. 考察 ② 患者さんや医療関係者からの意見について

薬剤師が「RMP資材」を活用したことがない理由 (左：病院、右：調剤薬局)5)

病院・薬局の薬剤師がRMP資材を活用したことがない理由
• 「資材の内容が患者さんにとって難しいから」：14.4~16.4%
• 「資材の内容について何が重要な情報であるかがわかりづらいから」：15.8~21.9%
患者さんにとってわかりやすい資材内容及び情報提供のあり方を把握する必要がある。

5) 令和4年度 病院、薬局における医薬品安全性情報の入手・伝達・活用状況に関する調査
    病院： 000251428.pdf (pmda.go.jp) 、調剤薬局： 000251431.pdf (pmda.go.jp)

• RMP資材の活用度向上のためにも、患者さんにとってわかりやすい資材内容を把握する目的で、患者さんから
のフィードバックを取得することが好ましい。

• 業界として、患者さんからのフィードバックの取得方法及び結果の事例蓄積や共有の仕組み作りが求められる。
        (例)デジタルによるコンテンツ配信後、患者さんからのフィードバックを取得

https://www.pmda.go.jp/files/000251428.pdf
https://www.pmda.go.jp/files/000251431.pdf
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製薬協 PV部会 TF1：デジタルを用いた患者さん向け情報提供に関するアンケート結果

4. 考察 ③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

• 患者さん向けの情報を掲載するプラットフォームはPMDA、くすりのしおり適正使用協議会等複数存在する。
• 一方で、製薬企業が患者さん向け資材を全て掲載したいと考えるプラットフォームは現状ない。
• プラットフォームによる情報提供が望まれており、今回明らかにはなっていないが既存のプラットフォームに全ての

患者さん向け資材を掲載しない理由も踏まえた最適なプラットフォームの整理が求められる。

プラットフォーム 掲載されている患者さん向け資材/情報
医薬品医療機器総合機構 (PMDA)6) 『患者向医薬品ガイド』

『くすりのしおり』(医療用医薬品の検索結果ページでのみ表示される)
重篤副作用疾患別対応マニュアル(患者・一般の方向け)

くすりのしおり適正使用協議会7) 『くすりのしおり』
企業自主作成の患者さん向け資材(企業の希望があれば掲載可)

Q Life8) くすりのしおりの情報
添付文書情報
［資材そのものは掲載されていない］

MEDLEY9) 主に添付文書情報
［資材そのものは掲載されていない］

おくすり110番10) 主に添付文書情報
［資材そのものは掲載されていない］

患者さん向け情報を掲載する主なプラットフォーム

6) 一般の方におすすめのコンテンツ｜独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp)/医療用医薬品 添付文書等情報検索 | 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp)/重篤副作用疾患別
対応マニュアル(患者・一般の方向け) | 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp) 7) くすりのしおり : 患者向け情報 (rad-ar.or.jp) 8) お薬検索【QLifeお薬検索】 9) 処方薬を調べる | MEDLEY(メド
レー) 10) おくすり１１０番・・病院の薬がよくわかる (jah.ne.jp)

https://www.pmda.go.jp/pnavi-01.html
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/
https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/adr-info/manuals-for-public/0001.html
https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/adr-info/manuals-for-public/0001.html
https://www.rad-ar.or.jp/siori/
https://www.qlife.jp/meds/
https://medley.life/medicines/prescription
https://medley.life/medicines/prescription
http://www.jah.ne.jp/%7Ekako/
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4. 考察 ③ 患者さん向け資材のプラットフォームへの掲載について

• 患者さんはインターネット検索時、「決まった情報やサイトはない」「検索表示上位をみる」傾向があり1)、正しい
情報にたどり着けるよう、正確な情報を集めたプラットフォーム及び患者さんへの認知度向上が望まれる。

• プラットフォームへの掲載資材及びデジタル媒体に応じた情報掲載の構造化11)についても整理が必要である。

1) 医療用医薬品の調べ方調査、 くすりの適正使用協議会 2021年5月20日
      医療用医薬品の調べ方調査(くすりの適正使用協議会)

スマートフォンでも見やすい表示や情報の構造化
(PDFを避ける等) も検討することが望ましい。

11) 医薬品安全対策と患者参画、 くすりの適正使用協議会 DIA日本年回2022
2022dia-kaicho.pdf (rad-ar.or.jp)

https://www.rad-ar.or.jp/finder/release/nr21-210520.pdf
https://www.rad-ar.or.jp/finder/about/2022dia-kaicho.pdf
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1. 医療用医薬品の調べ方調査、 くすりの適正使用協議会 2021年5月20日
医療用医薬品の調べ方調査(くすりの適正使用協議会)

2. 第16回 くすりと製薬産業に関する生活者意識調査  調査結果報告書、 製薬協 2022年11月
「くすりと製薬産業に関する生活者意識調査」報告書 | 刊行物 | 日本製薬工業協会 (jpma.or.jp)

3. 総務省 令和4年版情報通信白書
総務省｜令和4年版 情報通信白書｜PDF版 (soumu.go.jp)

4. オンライン服薬指導サービス比較ガイド
(online-fukuyakushido.com)

5. 令和4年度 病院、薬局における医薬品安全性情報の入手・伝達・活用状況に関する調査
病院調査結果：000251428.pdf (pmda.go.jp)、薬局調査結果：000251431.pdf (pmda.go.jp)

6. 医薬品医療機器総合機構
一般の方におすすめのコンテンツ｜独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp)
重篤副作用疾患別対応マニュアル(患者・一般の方向け) | 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp)

7. くすりのしおり適正使用協議会
くすりのしおり : 患者向け情報 (rad-ar.or.jp)

8. Q Life
お薬検索【QLifeお薬検索】

9. MEDLEY
処方薬を調べる | MEDLEY(メドレー)

10.おくすり110番
おくすり１１０番・・病院の薬がよくわかる (jah.ne.jp)

11.医薬品安全対策と患者参画、くすりの適正使用協議会 DIA日本年回2022
2022dia-kaicho.pdf (rad-ar.or.jp)
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